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りに， 名之字に「善心房」を想定したが， ~安心決定紗』の研究なしでは， 不十分なままで
あった。







































































































































































































































































































































































































































































































(8) ~親鴛聖人真蹟集成，第 1 巻，教行信証，行巻~ p.153の奥書1行は巻末の「正信念仏偶Jの見返し
に置かれる。しかしその行以降にその頁の後半は切り取られて，ない。また『親驚聖人真蹟集成，
第 2 巻，教行信証，化巻~. p.680の奥書2行の 2行目は「沙門性信花押」とある。資料2参照。
(9)星野，前掲書.p.2234。





(12) ~親驚体系，歴史編，第 4 巻』法蔵館， 98年， I~教行信承』の真蹟本についてj，藤田海龍は「坂





(16) ~現代の聖典親鷺書簡集全四十三通』細川行信，村上宗博，足立幸子，法蔵館， 02年p.60 -100 
参照。
(17)これについての解説は星野の前掲書の総序の解釈 (p.15)に分かりやすい。
(18) I~愚禿紗』の死生観の教育哲学的研究j， ~例教大学総合研究所紀要』第 2 号別冊， 1995年， p. 
142 -162参照。
(19)それと常楽台の存覚本， 浄興寺の周観本とを直接観察し， 比較して， それがもっとも忠実である







(24)井川定慶， ~法然上人伝全集』巻第 5 下， 63年， p.412に「元久二年四月五日上人月輪殿に参じて
念仏の法門御談義数刻」の記事があるからそのような解釈も成り立つが，明らかに不注意な誤読
である。


































『親鷺体系歴史編』第 5巻，法蔵館， 98年， i親驚聖人と在関の門弟一一聖人の在関時代を中心と
して一一Jp.1680 
(34)奥書について性信の生没年が問題にされるが，性信の生年を伝えるのは『報恩寺開基性信上人伝
記.](報恩寺第十八世性暗作，同十九世性実書写，十八世紀中葉成立，坂東報恩寺所蔵)によって
いる。今井，前出， p.ll1。
(35)われわれは花押の重みと意味を尊重する。
(36)専修寺本の影印本による。
(37)親鷲はそこで性信が指摘して， 問い合せてきた東国の書写本の題名に「の」を挿入している。そ
れは改窟本であることを親鷺が認めたことになる。
(38)信巻序を含む信巻本文冒頭2葉の加点は専修寺本に詳しく坂東本における信巻序の内題下の「愚
禿釈親鷲集Jは専修寺本にはない。しかし八行頁は加点も正確に見写される。
(39)前出「生涯教育学序説J。
(たにかわ もりまさ 生涯学習学科)
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